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近
年
の
災
害
の
状
況

　

近
年
、
想
定
を
超
え
る
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
１
月

１
日
に
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．６
、
最

大
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

板
倉
町
で
最
も
大
き
な
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
水
災
害
を
見
て
も
、

平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
で
は
広
島

県
や
岡
山
県
を
中
心
に
２
６
３
人

の
か
た
が
犠
牲
と
な
り
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
（
台
風
第
19
号
）

で
は
福
島
県
を
中
心
に
１
０
５
人

の
か
た
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
町
で
も
避
難
指
示
を

発
令
し
、
４
，０
０
０
人
を
超
え

る
か
た
が
町
内
の
避
難
所
に
避
難

し
ま
し
た
。

行
政
主
体
の
防
災
か
ら
住
民

主
体
の
防
災
へ

　

平
成
30
年
７
月
に
発
生
し
た
西

日
本
豪
雨
を
検
証
し
た
国
の
中
央

防
災
会
議
に
お
い
て
、
今
後
の
水

害
、
土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
対
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体

の
防
災
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
民
は
「
自
ら
の
命
は

自
ら
が
守
る
」意
識
を
持
つ
こ
と
、

行
政
は
住
民
が
適
切
な
避
難
行
動

を
取
れ
る
よ
う
全
力
で
支
援
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
に
対
し
て

平
常
時
よ
り
災
害
リ
ス
ク
や
避
難

行
動
に
つ
い
て
把
握
し
、
災
害
時

に
は
自
ら
の
判
断
で
適
切
な
避
難

行
動
を
取
る
こ
と
や
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
（
自
主
防
災
組
織
）

の
も
と
、
避
難
計
画
の
作
成
や
避

難
訓
練
を
行
い
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

板
倉
町
の
水
災
害
対
策
は

　

板
倉
町
は
南
側
を
流
れ
る
利
根

川
、
北
側
を
流
れ
る
渡
良
瀬
川
の

合
流
地
点
近
く
に
位
置
し
、万
一
、

堤
防
が
破
堤
し
た
場
合
は
、
町
の

９
割
以
上
が
浸
水
区
域
と
な
る
こ

と
、
さ
ら
に
長
期
間
深
い
浸
水
が

継
続
す
る
こ
と
が
国
土
交
通
省
よ

り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
避

難
所
は
絶
対
的
に
不
足
す
る
こ
と

か
ら
町
外
の
安
全
な
地
域
の
親
戚

や
知
人
、
職
場
な
ど
へ
の
自
主
的

広
域
避
難
を
強
く
推
奨
す
る
と
と

も
に
、
町
内
の
避
難
所
に
避
難
せ

ざ
る
を
得
な
い
町
民
の
か
た
を
対

象
と
し
た
「
板
倉
町
洪
水
時
住
民

避
難
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
特
定
の
避
難
所

や
道
路
へ
の
集
中
・
混
雑
を
防
ぐ

た
め
、
行
政
区
ご
と
に
避
難
先
や

避
難
経
路
の
指
定
が
な
さ
れ
た
ほ

か
、
住
民
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
区
主
体
で
防
災
講
習
会

避
難
訓
練
を
実
施
中
で
す

　

計
画
に
基
づ
き
安
全
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
避
難
経

路
の
確
認
や
避
難
に
際
し
て
の
順

守
事
項
を
確
実
に
守
っ
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
避
難
行
動
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
５
月
か
ら
７
月

ま
で
に
行
政
区
が
主
体
と
な
っ
て

大規模大規模水災害水災害に備えてに備えて

行政主体行政主体の防災からの防災から

防
災
講
習
会
お
よ
び
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
行
政
区
の
実
施
日
程
を
確
認

し
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
者
等
避
難
」
発
令
で

全
員
避
難
を

　

板
倉
町
洪
水
時
住
民
避
難
計
画

で
は
、
車
に
よ
る
避
難
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
車
で
の
避
難
に
お

い
て
は
道
路
渋
滞
や
道
路
冠
水
な

ど
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
避
難
行
動
を
開
始
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
町
が
避
難
情
報
の

レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」
を

発
令
し
ま
し
た
ら
必
ず
避
難
を
開

始
し
、レ
ベ
ル
４
の
「
避
難
指
示
」

発
令
ま
で
に
は
全
員
が
避
難
を
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
外
に
広
域
避
難
を
さ

れ
る
か
た
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
関
わ
ら
ず
、
早
め
に
避
難
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
広
域
避
難
の
検
討
を

　

町
内
の
避
難
所
は
孤
立
し
、
一

度
避
難
し
た
ら
避
難
所
か
ら
他
の

場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
電
気
も
水
道
も
使
え
な
い

過
酷
な
環
境
で
の
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

利根川中流４県境広域避難協議会
平成29年度に５市町をメンバーとして発足され、利根川氾濫時に「逃げ遅れゼロ」を実現するため、自治体間連携
を含む広域避難態勢の構築・運用のための検討を行っています。

　

町
の
避
難
所
へ
避
難
を
考
え
て

い
る
か
た
は
、
も
う
一
度
、
自
主

的
広
域
避
難
に
つ
い
て
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

平
常
時
の
備
え
が
大
切
で
す

　

大
規
模
災
害
時
に
被
災
地
ま
で

救
援
物
資
が
届
く
に
は
、
お
お
む

ね
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
備
蓄
で
き
る
量
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
な
災
害

が
起
き
る
と
、
町
で
備
蓄
し
て
い

る
水
や
食
料
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
。車
を
使
っ
た
車
中
避
難
で
は
、

車
内
に
必
要
な
防
災
備
蓄
品
を
十

分
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
低
３
日
分
の
水
や
食
料
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
快
適
な
車
中
避

難
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
備

え
を
各
家
庭
で
考
え
、
必
ず
避
難

時
は
車
中
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

安
全
安
心
係
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令和５年７月９日避難訓練の様子（海老瀬地区緊急避難場所）令和５年７月９日避難訓練の様子（海老瀬地区緊急避難場所）

板倉町洪水時住
民避難計画はこ
ちらです。

国土交通省重ね
るハザードマッ
プはこちらです。
日本全国の防災
情報を確認でき
ます。

　

毎
年
の
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
災
害
が
各
地
で
起
き
、
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

板
倉
町
で
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
避
難
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住民主体住民主体の防災へ の防災へ 


